平成２６年度　第２回櫛引地域審議会　（会議録・概要）
○日　時：平成２６年１０月９日(木)　午後１時３０分から午後２時５７分まで
○会　場：櫛引公民館多目的ホール
○出席者：敬称略
（出席委員）渡部俊美、斎藤ゆう子、成田進、成田新一、上野重和、澤川宏一、遠藤勉、
堀内葉子、佐久間忠勝、松浦安雄、今野愼太郎、太田裕、成田勇、齋藤美恵、
（欠席委員）秋山文雄、渡会昇、大滝真富、森　薫、清和ふみ子、今野亨
（市側）櫛引庁舎支所長佐藤孝朗、総務企画課長菊地ゆかり、市民福祉課長山口弘男、産業課長佐藤浩、総務部南部税務事務室長工藤幸雄、建設部南部建設事務室長伊藤哲哉、企画部政策企画課長髙橋健彦、同課課長補佐佐藤豊、同課政策企画主査上野修、総務部財政課課長補佐伊藤敦、地域振興課地域振興専門員齋藤芳、総務企画課課長補佐菅原正一、同課総務地域振興主査前森淳子、同課コミュニティ防災専門員鈴木賢、同 大宮将義、 同課専門員長南徹、同課主任佐藤文博

－次　第－

[辞令交付]

１　開　　会

２　あいさつ

３　協　　議

（１）諮問 「新市建設計画の見直しについて」
（２）その他
４　そ の 他

５　閉　　会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１、開  会

総務企画課長

　お忙しいところご参集いただきありがとうございます。開会に先立ちまして、第1回の櫛引地域審議会で、委員任期の年度末までの延長については皆様からご了解をいただいていたところでありますが、その辞令につきましては、各委員の席に配布させていただいておりますので、辞令交付に代えさせていただきたいと存じます。
また、会長・副会長の任についても引き続き延長いただいているということで、ご了承をお願いいたします。
　本日欠席を申し出ている委員は、６名でございます。会成立の委員数に達していることから、只今から平成２６年度第２回櫛引地域審議会を始めさせていただきます。

　初めに審議会の開催にあたり、渡部会長からごあいさつをお願いします。
２、あいさつ

渡部会長
　皆様こんにちは。今年度は第1回の地域審議会を６月５日に開催いたしましてから３か月程経過いたしましたが、第1回の時にご了承いただいた通り今年度末まで地域審議会の委員任期が延長になり、今回が第２回の開催となりました。
この第２回、また、第３回の地域審議会は各地域審議会で共通して開催する審議会になるようですが、合併協議書で定めた地域審議会の本務である、市長の諮問に応じて答申する事項として、一番目の「新市建設計画の変更に関する事項」に関する協議題であります。
当局からの説明を十分お聞きした上で、委員のご意見を頂戴して参りたいと思いますので、一つご審議方宜しくお願いいたします。

総務企画課長

　それでは次に、佐藤櫛引支所長からご挨拶を申し上げます。
支所長

皆様こんにちは。委員の皆様方におかれましては、何かとご多忙のところ平成２６年度第２回櫛引地域審議会にご出席をいただきまして誠にありがとうございます。

日ごろより皆様方におかれましては、それぞれのお立場から地域振興にご尽力いただいておりますことに改めて感謝申し上げる次第であります。

また、昨年から今年にかけては、鶴岡市の最上位計画であります鶴岡市総合計画の後期基本計画策定につきまして、種々ご意見を頂戴し御礼を申し上げます。

さて、今年６月の第１回櫛引地域審議会で、委員の任期を今年度末の３月３１日まで延長させていただくことについて委員の皆様からご了解をいただき誠に有難うございました。さらに、渡部会長様、齋藤副会長様におかれましては、引き続き、会長・副会長の重責をお引き受けいただき、重ねて感謝を申し上げます。

地域審議会は、皆様ご承知のとおり、合併特例法に基づき新市建設計画の変更等について、市長の諮問に応じて審議したり必要と認められる事項について、市長に意見を述べることができるという趣旨で設置したものでございまして、本日は、皆様のお手元にございますように、「新市建設計画の見直しについて」諮問させていただくものでございます。

新市建設計画は、合併後の新市の振興策を明らかにするため、平成１６年１２月に南庄内合併協議会において策定したもので、この計画により新・鶴岡市全体の振興を図り、合併各地域に必要な公共施設の整備などについて、その財源として有利な合併特例債を活用できるものでございます。

現在の計画期間は、平成１７年度から平成２７年度までとなっておりまして、合併以降、時々の状況を踏まえながら、総合計画において優先順位を確認しつつ、順次、この合併特例債を活用しながら社会基盤の整備に努めて参りました。

この間、平成２３年３月に、東日本大震災が発生したことにより、合併特例債の発行期間が５年間延長されたことから、新市建設計画の計画期間を平成32年度まで延長し、特例債を有効に活用しようというのが、このたびの見直しの趣旨であります。

計画の見直しにあたっては、地域審議会への諮問・答申の形でご意見をお聴きし、最終的には市議会の議決を経ることとなります。こうしたことから、委員の皆様からは宜しくご審議賜りますようお願い申し上げます。
総務企画課長
それでは、ここからは渡部会長から進行していただきますが、その前に配布資料の確認をさせていただきます。
　　　 　　　　　　　― 事務局配布資料の確認 ―

３、協　議
会　長

それでは、暫時の間進行の役を務めさせていただきます。
　それでは次第３の（1）諮問事項「新市建設計画の見直しについて」、本日は本所からも多くの職員の方に出席いただいておりますが、説明をお願いしたいと思います。
配布資料を上野政策企画主査及び伊藤財政課長補佐が説明
会長

ありがとうございました。それでは、一通り資料の説明をいただいた訳ですが、この中で特に聞いておきたいこと、確認したいことなどありましたらお願いいたします。
佐久間委員　
  資料５ですけれども、先ほど説明ありました普通会計決算書の推移の中で、歳入の国県支出金が比較で４９億円程、いわゆる増減率で６３．９％増えていますが、歳出の方で補助費のところが、従来いろんな団体やいろんな補助があった訳ですが、この部分が３３億円程減になって、いわゆる増減ではマイナス４５％ということで、この辺が国県の支出、いわゆる国県の補助も含めてだと思うのですが、これが６４％増えているのですが、逆に歳出の補助金、合併後のいろんな団体等の補助だと思うのですが、これが極端に減っているということで、この国県の支出金で歳入に入った部分が、歳出ではどこにまわったのかなと思うんですが、投資的経費が４６．５％増えていますので、合併後はいろんな投資を行ったので、当然こういったものに３３億円程増えたのかなとも思ったのですが、その辺のところはどうなんでしょうか。
伊藤財政課長補佐　

　国県支出金が６３．９％、４９億円程増えておりますのは、こちらに深く関係しているのが、歳出でいうと補助費ではなくて扶助費、こちらが４３億６,２７４万５千円程、数字に掲げておりますけども、こちらの歳出増と深く関わっております。歳出の扶助費の財源の構成を見てみますと、約３分の２が国県の支出金で、市の一般財源は約３分の１となっております。
それと、国県支出金の増要因としましては、リーマンショックや東日本大震災後の緊急経済対策、雇用対策を含めまして経済対策がありました。それと昨今のアベノミクスによる経済対策、こちらによっても国県支出金は増えております。
一方、歳出の補助費の方で３３億円程減少している訳でありますけども、こちらについては、平成１９年度に消防事務組合と衛生処理組合が解散いたしましたので、それまでは市の普通会計ベースでいうと補助金という形で整理させていただいていた部分が、それが平成１９年度からは、それぞれ細かく分解いたしまして、人件費であるとか公債費であるとか、投資的経費であるとか、そういうふうに振り分けられましたので、数字的には３３億円程落ちているというふうになっております。
会長

私から一つ確認しておきたいと思いますが、支所長の挨拶にもあった訳ですが、今年は鶴岡市の総合計画後期基本計画を策定した訳ですし、櫛引地域振興計画も策定した訳です。今となっては、この新市建設計画の見直しというのは、言葉は悪いですが、合併特例債を有効に使うためだけの計画の見直しという認識で良い訳ですか。
佐藤政策企画課課長補佐　
  只今、会長さんからお話ありましたけども、市の様々な事業展開につきましては、総合計画に基づいて進めているところでございまして、また毎年度３か年の実施計画をローリングさせながら直近の事業計画を立てて取り組んでいるところでございます。一方、建設計画につきましては、合併当時、６つの旧市町村がそれぞれの事業計画を持ち寄りまして、まとめたものになっております。平成２１年４月に総合計画を策定した時に、それぞれの建設計画の中身を十分加味した形で、総合計画を作っております。従いまして、建設計画につきましては、会長さんご指摘どおり合併特例債を使う時に、新市建設計画に事業が載っていること、あるいは趣旨の記載があるといったところが合併特例債を使うための条件となっておりますので、実質的にはそういった運用がなされている状況であります。
成田勇委員　

　今日の会議は、ちょっと消化不良のまま帰らなくてはならないような気もしますけども、資料４の建設計画主要事業実施状況について質問していいでしょうか。資料２と資料４と件数の数字が違うようですけども、櫛引地域では未実施の事業が資料４では２１、資料１では２０となっていますけども、これほどたくさんある。要するに計画もしない状態にあるということだと思うのですけども、この辺の展望はどうなっているのか。この数字からいうと非常に他の地域に比べても問題があると思っているんですが、この可能性というか方向性はどうなるのかなと疑問に思ったものですから、その辺を教えてもらいたい。
支所長　

　只今、成田委員からのご質問ですけども、資料４の未実施事業数が櫛引地域が多いということで、その部分については、資料１の２頁、４の櫛引地域の実施状況、事業数４１、完了１４、実施中７、未実施２０、着手率５１．２％ということであります。見ていただくと、事業数が、鶴岡地域、藤島地域、羽黒地域に比べると櫛引地域がダントツに４１と多くなっています。この理由は、道路が１本ずつ事業数になっているというところが一番大きい訳で、これが仮に町道整備事業というようになっている地域においては、そこでかなり率が変わるということであります。

事業費の実績額を見ていただくと、他地域とそんなに遜色はなくて、逆に大きいという部分もある訳ですので、そういうことで着手率が低くなっているところがあります。

未実施事業には、具体的に一つずつ理由がある訳ですけども、この櫛引地域でこの事業を挙げた際に、将来的にやりたいということで挙がっている訳ですが、実際、この一つ一つの事業に優先度をつけていく場合に、いろんな事情で出来なくなった。例えば簗場。これは、河川管理者の国の許可が得られそうにないということとか、必要性の問題とか、そういったことで現在は着手をしていないということになる訳ですし、このたくさんある中で、出来るところから、また、優先度があるところからしていくということになります。

また、未実施事業には道路が多い訳ですが、ここに載っていない道路で整備したものもあります。それから、載っている道路でも事業費が倍以上になっているものもありますので、これは住民の要望の大きいところから順次やっているというようにご理解をいただきたいと思います。
今後も、新市の後期計画の中で庁舎として順次、優先度を勘案しながら着手率が上がるように、これからもやって参りますので、事情に差があるということをご理解いただければと思います。

成田勇委員  

  これらの事業は、合併当初に櫛引地域として挙げていた事業だと思いますが、ところが事情によって不可能とかいろいろな状況が出てきたということですから、この表をそのままにすると、２１も残っているじゃないかということになり、非常に印象の悪いものになると思います。従って、私的には、少しきちんと整理をしながらこの事業は今後、平成３３年度までの期間の中でぜひ載せていきたいというものを、明確に示す必要があるのではないかと思うのですがいかがですか。

政策企画課課長補佐　

  只今の質問についてでございますけども、合併当時、私は合併事務には関わっていなかったのですが、当時の方から聞くところによりますと、主要事業の一覧表につきましては、旧６市町村からそれぞれ出された訳ですが、統一したような形では調整しなかったということでございました。それぞれ挙がってきた事業計画を尊重するという考え方の中で、町道が１本１本挙がってきているところに、一つにまとめて町道整備とするような形で記載しているところに、その辺は調整せずにまとめたということでございます。また主要事業一覧につきましては、参考資料という形で、本体の新市建設計画とは別の参考資料となっております。
本来の新市建設計画につきましては、合併特例債を使う際に、いろんな事業を読み込めるようにわりと抽象的に表現しているものでございまして、一方で、具体的にどんなことをするのか、というご意見もあって、参考資料という形で主要事業一覧という形でまとめたという経緯でございます。
この先、見直されるのかということでございましたけども、現在は、先ほど申し上げましたとおり、総合計画をベースに色々な事業展開をしておりまして、今回、合併特例債を有効に活用していこうというような趣旨での見直しでございますので、改めて参考資料の事業を１本１本、精査して見直すことはしていない状況でございます。

また、先ほど資料１と数が合わないのではないかというご指摘でございましたけども、資料４につきましては特定事業ということで、上に２つほどございます。これは全市に関わるような中核的な事業の位置づけでございまして、これが２つ入っているということで事業数が合わないように見えるものです。資料１の方の網掛けになっている特定事業というところに、２つ入っておりますのでその分を引いてもらえればよろしいかと思います。

佐久間委員

資料４については、今日の会議の中で、櫛引地域の実施状況というものが一番関心のある部分だと思っています。

私は、今年度から体育施設については体育協会が委託管理を受託している立場から、この項目にあります体育施設については、いろいろ関心もありますし、未実施の部分について今後どういうふうにしたらいいのかということを、体育団体や関係者の中で意見をまとめたりしています。今日の会議では、この部分について議論する時間があるのかと思っていたのですが、建設計画の中で主要事業の未実施の部分を全部実施していくというものではないとは思いますが、今後は、総合計画に反映していくというお話でしたし、当時、ここに挙げたということは、地域の主要事業として必要だから挙げた訳ですので、ただ１０年も経過して、今現状としてはどうなのかなという部分もあると思うんです。だからこの部分については、こう変更して切り替えていく方向性もあるのではないかなと思うものも、いっぱいあると思うので、今回、合併特例債が５年間延長されたことによっての見直しということで、当然この部分についても触れるんだろうなと思って会議に来たのです。そういった観点から、体育協会の体育施設について、若干意見を申し上げたいのですがよろしいでしょうか。

ただ、この意見で建設計画の変更ということでなくて、総合計画とかそういうものに生かしていただきたいという趣旨から申し上げますが、多目的広場夜間照明整備事業が８２番に載っているんですが、これについては、平成２３年に既に照明が撤去されているのはご承知とは思います。その理由として倒壊の危険が出てきたということで、河川敷のいろんな制限がある訳なので、水害の危険時には撤去が必要だということで、いわゆる油圧方式のため故障しがちであったということで、平成２３年に撤去しております。そうしますと、これから再生は難しいと思うのですが、従来、多目的広場の照明については、使用料が一般で１時間単価、４，２００円を超えるなど高額なこともありまして、利用者が少なかったのであります。一番は、ソフトボール連盟の方で夜間照明を使っていましたけども、その他の社会体育のスポ少ですとか体育協会の夜間利用は、中学校グラウンドを使っている現状にあります。中学校グラウンドは１時間４８０円ということで、多目的広場と比較すると非常に安く使えることもあります。ところが、今中学校グラウンドの照明の位置が低いものですから、野球はじめソフトボール、サッカーについても、ボールが上に上がると大変見えにくくなるということもあって、もう少し中学校グラウンドの照明を強化してもらいたいという要望が出ているんです。

多目的広場の照明が撤去された経緯はソフトボール連盟等に説明をいたしまして、撤去された経緯がありますし、ソフトボール連盟の方から、その代わり、中学校グラウンド照明の充実の要望が強く出ています。これは、ソフトボールだけでなくて、サッカーや野球などいろいろ使いますので、今の暗い中学校グラウンド照明を直してもらって、夜間のスポーツ活動に対応していただきたいということであります。今、ノーベル賞の受賞で話題のＬＥＤ。この照明ですと電気料金を安くできると言われています。最近では、漁業関係でも導入することによって、このＬＥＤでコストが５分の１になるという報道もありますし、中学校グラウンドではありますけども、夜は社会体育施設として、櫛引地域では使っている現状であります。社会人は、当然夜の使用が多い訳ですから、どうも暗くてソフトボールが出来ない、サッカーでも不十分だという声があります。多目的広場の夜間照明の再整備は、河川敷ということもあり難しいということは分かっていますので、総合計画などに中学校グラウンド照明設備強化を社会体育施設としても位置づけし、是非計画に入れて整備をしていただきたいと思います。

それから総合運動公園の施設そのものは、日中の野球場の利用は問題ないのですが、野球場の照明も、当然河川敷ですので、災害時には撤去を求められます。現状は、管理を委託している業者が毎年点検していますが、撤去が条件になっている訳ですが油圧ホースの異常でなかなか倒すことが出来ない。従って、有事の際に移動は大変困難な状況になっています。
運動公園の管理は、体育協会に委託されているものですから困っていて、今ここで話をするんですけども、市の体育協会に予算要望はしていますが、修繕の費用が大変高額なものですから、市体育協会でもそう簡単な問題ではないということでございます。野球場の照明は、現在、１基が点灯・消灯の遠隔操作ができない状況で、電源は従来、カードによって遠隔操作できるのですが、できないものですから、高圧電源盤の扉を開けて手動でスイッチを入れている状況にあります。その他、高圧ホースの修繕もあったり、これらを含めると野球場の修繕に相当の高額経費がかかるということで、経常予算で対応するのが正当だとは思いますが、高額になるものですから、この辺についても今後、対応していただきたいと思います。
それからもう一つは、サッカー協会からは人工芝の要望が出ています。陸上競技場や多目的広場についてですが、これも河川敷に人工芝が可能かどうかの課題もありますけども、そういうことも踏まえてサッカー関係者は、今、山添高校のグラウンドが非常に広くていいものですから、それらの活用も含めて将来的に視野に入れています。それらを含めて体育協会では、サッカー協会関係者と行政の方でも関係出てくる訳ですが、そういう所への人口芝の整備だとか活用のしやすい部分についての整備を検討していきたい。従って、いろんな財政の関係も伴うものですから、その辺をこの建設計画の主要事業の中で一部見直しが出来るのかなという期待を持ちながら参加しているわけですが、いろいろ聞いてみるとそれは無理だということでありますので、体育施設は、市から体育協会に管理を委託されている訳ですけども、総合計画等で、利用者が不便を感じる部分については、市の方でも十分対応していただきたいな、ということでよろしくお願いいたしたいと思います。
総務企画課長

今、お聞きしたことにつきましては、スポーツ課の方に十分伝えて参りたいと思いますので、宜しくお願いいたします。
成田進委員　

改めて、確認をさせていただきたいんですけども、主要事業について、いろいろと体協会長の佐久間委員からもお話しありましたけども、未実施事業については、色々な事情があってできないということは理解していますけども、これから２２０億円の特例債が活用できるというお話でしたが、合併時に積算した概算金額から見れば、全部やろうとすれば膨大な金額に膨れ上がると思います。ですので、この櫛引町時代の建設計画の見直しですが、特例債活用期間が延びたということは、合併する時に作った特例債を活用する事業を、この延びた期間で見直しをするということが可能なのでしょうか。

政策企画課長　

  先ほど来申し上げておりますとおり、現在、鶴岡市新市の行政計画の推進は、鶴岡市総合計画に委ねる形で進んでいるということでございます。先ほど、渡部会長さんからもありましたとおり、あくまでも新市建設計画は、短刀直入に申し上げますと、合併特例債を活用するときの読取材料に過ぎない、といような形式的なものになっているということをご理解いただかざるを得ない実態でございます。と申しますのは、新市が新市建設計画から総合計画へ制度が移行するちょうど狭間の時期ということで、２重の計画が若干矛盾するような形で併存すると、制度上の端境期での取り扱いということで是非ご理解をいただければと思います。新市の今後の運営については、総合計画でご議論いただきながら進めていくことになることをご理解願います。
成田進委員　

　そういうことだろうと私も思いますが、そうするとこの資料は出ていますので、いつかは出来るのだろうと思っている人が多い訳ですから、確認したいのは、この特例債活用の事業計画を作った時、必ずしも１００％可能ではないという話でスタートした訳ですけども、ずっと引っ張っているものですから、また５年間延びると、５年間延びればこの２２０億円の中で櫛引や旧町村の事業が出来るのではないか、という夢みたいな話をずっと引っ張られると、いつか出来る、いつか出来ると、でもこれから５年間の中でやっぱり出来なかったとなるとすれば、当初の計画の見直しを、今している訳ですからいつの段階で未実施のところが消去になって、新しい部分が追加されるのか、それがどういう形で提示されるのかわからないので質問しました。

政策企画課長
おっしゃるところごもっともです。繰り返しになりますが、結局は総合計画で優先順位を決めながら、各地域のご要望の優先順位を可能な限り反映して予算に挙げていくということにならざるを得ないということでございます。この表上で、実施できない事業をいつまでダラダラと残しておくのか、というような意味であろうかと思いますけど、今般、この事業を削るとか加えるというような議論では、中々見直し自体の議論が難しくなるということもございまして、敢えてこの一覧表については、特に私どもでは手をつけないという方向での調整をさせていただいたところでございますので、是非ともご理解いただければと思います。
会長

ほかに新市建設計画の見直しについてご意見等ないとすれば、協議（1）についてはこの辺で終了したいと思いますが、よろしいでしょうか。

それでは、協議の（2）その他に入りたいと思いますが何かあれば。
澤川委員　
　今日の協議事項に関連あるかわかりませんけど、市の行財政改革の計画が平成２７年度まで計画されていたと思いますが、それらが計画どおりに実施されてきているのか、あるいはそれも見直しがあるかどうか、いわゆる箱物関係などで指定管理になっている施設の関係が、果たして計画どおり進んでいるのか、あるいは見直しするのか、今でなくて結構ですので、この次の地域審議会の中で概要をお聞きしたいなと思ったところです。

総務企画課長
  全市的なところとか、櫛引地域についてというのもあろうかと思いますけども・・・全市的なもので宜しかったですか。今ありましたとおり次回の地域審議会でというお話しもありましたので、その時にお答えさせていただきたいと思います。
今野慎太郎委員　

　資料４の№72でパークゴルフ場兼グラウンドゴルフ場整備事業が整備完了となっていますが、ここのグラウンドゴルフ場自体、公認コースとなっていますが、私どももそこでプレーをしていますけど、芝刈り機の設定を２㎝５㎜にすれば良いのですが、地面がデコボコしているものですから草刈り機が壊れたりするので、３㎝以上で芝刈り機を使っているので、他のゴルフ場と比べると芝自体が長いのです。ということで、利用者からは文句を言われております。地面にローラーをかけるなり、現地を見ていただいて整備方をお願いしたいというのが一点です。

第二点は、芝を刈った草は、従来までは河川敷の中の木の間に廃棄していましたが、国交省から指摘を受けて、それはならんということで、産業廃棄物処理をしなさいと指摘を受けています。今のところ、業者は予算がないということで、中々刈る頻度が遅いんです。芝が長くなってから刈るということで不評を買っていまして、それなら、ということで地元の農家の方が、１回だけは家の畑に廃棄してもよいということで言われたのですが、これから芝自体はあまり伸びないと思いますが、来年度、グラウンドゴルフ場の管理については、業者委託になる訳ですけど、入札の時点で、草を刈ったものを産業廃棄物処理するという条件をつけたような入札方式をして欲しいと思います。

今、言ったことについては地元の人は我慢してやっていますけど、鶴岡市内の人は、多少何かあるとすぐ文句を言ってきます。そういうことで、できれは、今言ったようなことを来年度に向けてご検討願えればと思います。

どこの管轄がわかりませんが、よろしくお願いします。
総務企画課長　

　これも、スポーツ課関係のお話しのようですので、先ほど佐久間委員からも出た意見も併せて、きちんと伝えさせていただきます。
佐久間委員
  先ほど、いろいろ申し上げて、大変頼りにしていた建設計画の主要事業の見直しがダメだということなので、総合計画にお願いしていきたいという発言しましたけども、その総合計画自体は、これからはどういう形で計画が作られていきますか。これからいろいろお願いするときに、いつ頃までに要望していくとか機会がありますか。年次計画は毎年見直していくことになるとは思いますが。

政策企画課長補佐　

  昨年度、後期基本計画の策定ということで中間見直しをさせていただいております。今年度は従来の３か年の実施計画を策定していく予定にしておりまして、平成２７年度から平成２９年度までの３か年計画を策定する予定です。地域審議会の方に毎年素案の方を示させていただいて、ご意見を承っておりますけども、それを次回、第３回の地域審議会で、建設計画の答申部分と併せて、お示しするつもりでおりましたのでよろしくお願いいたします。

総務企画課長
　私の方から協議の方のその他としては、第３回目の櫛引地域審議会のことについて、提案させていただきます。
次回第３回の櫛引地域審議会の開催については、今回、「新市建設計画の変更について」諮問させていただいておりますので、次回は答申について協議題にさせていただくとともに、鶴岡市総合計画３か年実施計画についてご意見を頂戴する形で開催をお願いしたいと考えております。
開催日については、改めて通知をさせていただきますが１１月２０日(木)または２１日（金）の午後の開催ということで、調整させていただきたいと思いますので宜しくお願い申し上げます。
会長
それでは、ほかにはございませんでしょうか。ないようですので、次回の地域審議会は１１月２０日(木)または２１日(金)午後いうことで、早く決めていただいて案内通知を出していただきたいと思います。

それでは、協議分についてはこれで閉じまして、進行を事務局へ返したいと思います。
ご協力ありがとうございました。

４.その他

総務企画課長　

その他になりましたが、前回、１回目の地域審議会で今野慎太郎委員から、ふるさと納税の本市の取組状況についてご質問がありましたので、報告させていただきます。

　　ふるさと納税は、制度の名称に「納税」という言葉がありますが、制度上は寄附金の扱いとなり、自分が応援したいと思う自治体に寄附を行うことで、住んでいる自治体で住民税と所得税から一定の控除を受けることができるというものです。　

鶴岡市では、寄付金の使い途を指定しない一般寄付金として、広くまちづくりに役立てるため「鶴岡ふるさと寄付金」という名称で受け付けており、平成２５年度は１５名から２１３万円、２６年度は７月末時点で９名から１２４万円の寄付をいただいており、制度が開始された平成２０年７月から現在までの累計は、実人数で計６３名の方から９２９万円とその額は増加傾向にあります。

寄附された方の住所地は、関東地方を中心に遠くは京都や大阪まで広範囲に渡っておりまして、中には複数回にわたって寄付された方もおられ、動機としては、仕事で関わりの深い方や観光で人柄、風土を気に入ってという方もいらっしゃいますが、やはり大半が本市出身で、生まれ育ったふるさとに関心を寄せ応援していただいているというものでした。

　現在、本市ではふるさとへの応援としての寄附であるという観点から、特産品の返礼は行わず原則、お礼状に市政要覧、観光パンフレットの送付、また寄付を活用させていただいた翌年度の予算の概要と寄付の状況についてお知らせしております。

　一方、近年、寄付された方に対して特産品を贈呈する自治体が増加し、テレビや新聞で多く取り上げられ制度が知れ渡ってきたこともあってか、庄内でも酒田、遊佐、三川、庄内の４市町が、特産品返礼の対象となる寄付額の下限を下げたり、返礼の内容を充実させたことで、出身とは無縁の方々からの寄付が大幅に増加しているとの報道もありました。県内においては、１３市の中で特産品の贈呈を掲げていないのは本市と上山市だけとなっております。

　このような中、本市においても寄付への返礼に特産品を贈呈することは、本市の豊かな食文化や地域の魅力を広くＰＲする有効な機会となり、本市に関心をお持ちの方のみならず、より多くの方々から本市の魅力を知っていただくきっかけとなりますし、観光や物産振興など地域産業の活性化につながることが期待できるものと考えられます。

最近は、特産品贈呈の過熱化を心配する報道もございましたが、本市にふさわしい特産品返礼の制度につきましては、来年度からの返礼の導入を念頭に、現在、検討を進めているところでございます。
今野慎太郎委員
　だいぶ前に、ＪＡとＪＡ庄内たがわともタイアップして進めていく考え方が新聞にも載っていましたので、私としては了解いたしました。

総務企画課長

改めて、その他で何かありますでしょうか。
それでは、チラシを配布させていただいておりますので簡単に担当から説明させていただきます。
―　配布チラシ等について各担当が説明　 ―
総務企画課長
事務局側からは以上になりますが、他になければ、これで第２回の櫛引地域審議会を終了いたします。長時間ご苦労様でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14：57
５、閉　会
PAGE  
1

